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活動目的

①耻風の特産品を使用した商品の販売
②イベント出店などによる都市部との交流
③耻風地区周辺地域との交流
④耻風地区のPR活動

耻風地区を知ってもらおう



地方の生活を守る＝都会の生活を守る



活動①特産品を使用した商品の販売

1．ガレット

• 耻風のそば粉とトマトを使用

(昨年から継続)

• 片手で手軽に食べられる



活動①特産品を使用した商品の販売

2．マトン丼（羊丼）

•収入源であった養蚕が急激に衰退。

⇒昭和八年頃から広大な山の雑草を

利用した羊の飼育が始まる。

昔から耻風地区と羊には縁があった。



活動②イベント出店などによる都市部との交流

ふささらまつり、EarthWeekDokkyo参加

今年はガレット+羊丼を販売

今年度の活動を生かし、

来年度は肉フェスなどで出店予定



活動③耻風地区周辺地域との交流

• 大桃夢舞台(８月)

⇒そばの実を使用した「そばポン」を販売

引用：www.okuaizu.net/events/event/5930/

↑そばポンをつくる機械



活動③耻風地区周辺地域との交流

• 伊南地域運動会(内川・耻風チーム)(９月)

• 南会津町サイクリング(10月)

活動を通して感じたこと



活動④耻風地区のPR

•地区のキャラクター制作

•地区のSNS新設＆運営

（HP・Twitter・Instagram・facebook）

←ナギー

↓Instagtramアカウント



活動④耻風地区のPR

～現状～

•状態の良い蔵が多数現存

⇒管理が困難で取り壊しが検討

•国道３５２号のすぐ側

⇒観光者に目につきやすい

～目的～

を耻風のトレードマークに



～蔵での活動～

～今年度の活動～

•蔵内にある荷物の移動・整理

•蔵内の清掃

～課題点～

•外装のもろさや内側の柱に亀裂

•学生たちが月に1度しか活動できない

⇒本格的な始動は来年度に持ち越し



まとめ

・今年度

①耻風の特産品を使用した商品の販売

②イベント出店などによる都市部との交流

③耻風地区周辺地域との交流

④耻風地区のPR

・今年度の反省点

・来年度に向けて




